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アンケート結果、今後の改善、その他特記事項（授業方法の工夫等）についての総評 

 

 評点平均値の科目区分間比較では、授業に対する学生の反応と行動に関する項目で

は、「授業理解度」（4.38）、「意欲」（4.32）、「知的好奇心」（4.24）において全学平均

値よりもかなり高い結果が得られた。その一方で、「授業外学習時間」（0.58h/w）は全

学平均値をやや下回った。 

 教員の授業方法と行動に関する項目では、「授業の工夫」（4.23）、「話し方」（4.40）

「シラバスとの合致」（4.41）「集中できる雰囲気」（4.43）の全てにおいて良好な結果

が得られた。「授業レベル」（3.24）では、自分に「合っていた」を選んだ割合が 74.2％

で、これはスポーツ・健康科目区分を除けば最多である。 

 DWCLA10の科目区分選択率では、「思考力」（31.9）、「プレゼンテーション力」（２

23.9%）、「コミュニケーション力」（26.1%）、「リーダーシップ」（6.8%）、「思いやる

力」（16.6%）、「変化対応力」（13.0）、「自己管理力」（12.6%）、「自己実現力」（14.8％） 

の８項目において、全学選択率より高い結果である。他の２項目でも全学選択率との

差異は１ポイント未満であり、このように満遍なく良好な数値を出しているのは本科

目区分のみの特徴である。ただし個々の数値自体は、春学期よりも若干低い結果に留

まっている。 
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